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	2.0　技能試験要求事項:申請する試験所・校正機関
	これから認定を申請する試験所・校正機関は、PJLAの認定を受ける前に、希望する認定範囲に含まれる各項目における技能試験の客観的証拠を提出しなければならない。試験所・校正機関が技能試験に選択する項目は、技能試験の主要領域に対し、試験所・校正機関の能力を証明することに適した項目でなければならない。この技能試験の結果は有意でなくてはならない。すなわち、試験所・校正機関が技能試験を行う必要性のみならず、特定の試験や校正を行う能力のあることを示していなければならない。試験所・校正機関は、4年以内に認定範囲の各区分すべての技能試験のスケジュールを立て、その計画を認定前にPJLAに提出しなければならない。
	3.0　技能試験要求事項:認定された試験所・校正機関
	＊注：PJLAは、ISO/IEC 17043：2010に対する適合性を確認しない
	3.1　PJLAの認定を取得後、試験所・校正機関は毎年技能試験を行う必要がある。たとえ試験所・校正機関が技能試験を1年で終えるとしても、技能試験は毎年行わなければならない。試験の結果は毎年のサーベイランス、または更新審査で監視される。認定試験所・校正機関は認定範囲の各区分の技能試験を2年以内に終えることが“望ましい”が、PJLAが試験所・校正機関に対し、認定範囲の各区分の技能試験における好結果の客観的証拠を求めるのは、4年周期内とする。万一、試験所・校正機関スタッフ、あるいは認定範囲に著しい変更があった場合、PJLAは技能試験の間隔を短くすることができる。この決定は、ケースバイケースでなされるものとする。
	3.3　すべての認定試験所・校正機関は、文書化された技能試験計画やスケジュールを使用して技能試験活動及び実施状況を監視する。これらの文書はサーベイランス審査及び更新審査の間、または要請があり次第、PJLAに提供されなければならない。 
	4.0　国際技能試験審査
	6.0　承認された技能試験手段
	6.1　技能を証明するために、PJLAが承認した処置は以下のとおりである。
	a) 第三者提供の技能試験プログラムへの参加
	b) 試験所間比較
	c) 試験所内比較
	d) 反復性試験（繰返し性試験）
	6.2　第三者プログラム
	6.3　試験所間比較

	Labは当該試験所・校正機関の測定値で、Ref は外部の試験所・校正機関より得られた基準測定値を示す。U95Lab とU95Refは、95％の信頼水準で表現される拡大された不確かさを、当該試験所・校正機関と基準となる試験所・校正機関のそれぞれに関して示している。En の値が1から－1の間にある場合は、その試験所・校正機関には満足できる測定値及び「有意」な結果があったと認められる。1から－1の範囲を超えた値は不満足で、それぞれの試験所・校正機関の結果が一致していないことを示している。
	備考：
	6.3.4　独自仕様や高度に専門化された範囲をもつ試験所・校正機関に関しては、試験所間比較は適さない。このような場合、試験所内比較により技能試験の要求事項が満たされることがある。
	6.4　試験所内比較
	6.5　反復性試験（繰返し性試験）

	6.5.2　反復試験は、同一又は類似の測定対象物に対する多くの試験または測定（通常は8回以上）からなり、同一手法で特定管理条件下に行う。試験結果は試験所内比較と同一手法で統計的に分析される。

